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　昨今のグローバル化が進む産業界では競争を生き残るために英語を公用語化したと宣言
する日本企業が増えており、この背景と理由を英語教育･日本語教育などの言語教育の点
から検討したいと思います。その際、言語学習において「思考力育成」を密接に絡ませるこ
とで、外国語でも世界の人たちと仕事ができることをご説明します。
  また､ 小中高の学習指導要領が改訂され､ 大学入試も大きく変わろうとしている現状を概
観したうえで、「改革の成果をあげるためには言語教育において思考力育成の指導を積極
的に行うことが必要ではないか」ということを提案し､特に、初等・中等教育段階における国
語・道徳・社会などの科目で「教育の在り方」が外国語教育と大きな関わりがあるのか、また
言語教育者は思考力育成をどのように捉えるべきなのか、など､私の考えを述べ、そして皆
さんと考えてみたいと思います。
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名古屋外国語大学創立30周年記念事業

（13:00 開場予定）
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主　催

創立30周年記念事業委員会
ワールドリベラルアーツセンター

共　催

■ 申し込み方法
Ｅメールで、①お名前 ②メールアドレス ③ご連絡先電話番号
を下記までお送りください。
本学教職員･学生についても、お申し込みください。

300名参加無料要申込み

定   員

専門はコミュニケーション教育学。
日本ディベート協会の専務理事も務め､日本語な
らびに英語によるディベート活動の普及にも注力
している。また､中学･高校での英語教育改善､大
学教育でのコミュニケーション関連プログラム構
築などに関する経験も豊富。

マサチューセッツ大学ディベート･コーチ､神田外
語大学助教授､東海大学教授などを経て､2006
年より現職。NHK英語番組講師としてもおなじみ
で､これまでにテレビ10年､ラジオ4年にわたり担
当している。
著書に『英語ディベート 理論と実践』（玉川大学
出版部）､『英会話が上手になる英文法』（NHK出
版）、『速聴速読･英単語』 『会話がつづく ！ 英語ト
ピックスピーキング』（Z会）他多数。
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名古屋外国語大学大学院 事務室
TEL.0561-75-1736　  E-mail.injimu_gg@nufs.ac.jp
※当日受付で、 ①お名前 と ③お電話番号 にて、ご本人様確認をいたします
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NHK Eテレ
「英会話」番組講師で

　おなじみの
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名古屋市営地下鉄東山線 ｢上社｣ 駅 および 鶴舞線 ｢赤池｣ 駅より、本学専用バスを運行しており無料でご利用いただけ
ます。本講演会日は、“合同祭”（名古屋外国語大学･名古屋学芸大学合同大学祭）を開催しており､大学専用バスは自由
にご利用いただけます｡ 来場者が多く混雑が見込まれますのでご注意ください。また､ 駐車場の用意はございませんので
自家用車での来学はご遠慮ください。交通案内（大学専用バス時刻表や構内図）については､ 合同祭ウェブサイトでご確認
いただきますようお願い申し上げます。

本イベントにおける写真撮影や録音はご遠慮いただきますよう、お願い申し上げます。
会場では腕章を付けたカメラマンが記録用の写真撮影を行っています。本学ウェブサイトやその
他の刊行物に、写真が掲載されることがありますのでご了承ください。

問合せ先
本学へのアクセスについて 名古屋外国語大学大学院

大学院事務室
愛知県日進市岩崎町竹ノ山57　
TEL.0561-75-1736 　
E-mail.injimu_gg@nufs.ac.jp


